
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】手を利用して測定することにより装置を小型、

軽量、安価にし、被検者が容易に測定を行える装置で、

指骨の骨密度、生体ストレス、体脂肪、血圧の４種類の

異なる健康パラメータを１台の装置で測定できる装置を

提供する。

【解決手段】指骨測定装置の測定部の溝の両側にあるプ

ローブ１を使用し、超音波を送受信して骨密度を評価す

る指用超音波骨密度測定装置。さらに、両手を手用電極

３に接触させ、ヘッドバンド５に取付けられた電極６に

額を接触させて各電極間に微弱な電流を流して上半身の

生体ストレスを測定する。加えて足用電極７を使用する

ことで、腹部の生体ストレスも測定できる。また、身長

、体重、性別を入力し、両手を生体ストレス及び体脂肪

用測定部に接触させ、微弱な電流を流して体脂肪を測定

する。さらに、血圧を測定することで全般的な健康状態

を評価し、得られた結果は表示画面に表示、または外部

ＰＣに送信し、表示、印刷できる。

【選択図】　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
指 骨 測 定 装 置 は 、 プ ロ グ ラ ム さ れ た マ イ コ ン ま た は コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 指 骨 の 骨 密 度 を
測 定 す る 装 置 で あ っ て 、 ２ 個 の 超 音 波 プ ロ ー ブ が 組 み 込 ま れ て お り 、 該 超 音 波 プ ロ ー ブ か
ら 指 骨 に 超 音 波 を 送 波 す る こ と で 、 指 骨 の 骨 密 度 を 測 定 す る こ と を 特 徴 と す る 指 骨 測 定 装
置 。
【 請 求 項 ２ 】
指 骨 測 定 装 置 は 、 手 を 自 然 な 状 態 で 設 置 さ せ や す い よ う に 、 手 の ひ ら に フ ィ ッ ト す る 大 き
さ で 、 な だ ら か に 湾 曲 し た 形 状 を し て お り 、 前 方 中 央 部 か ら 中 心 部 に か け て 指 を 一 本 入 れ
ら れ る 溝 に な っ て い る 。 溝 の 両 側 に 超 音 波 プ ロ ー ブ が 組 み 込 ま れ た 構 造 を 特 徴 と す る 指 骨
測 定 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
マ ル チ 式 健 康 測 定 装 置 は 、 指 骨 の 骨 密 度 と 生 体 ス ト レ ス を 測 定 す る こ と が 出 来 る こ と を 特
徴 と し た 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
マ ル チ 式 健 康 測 定 装 置 は 、 指 骨 の 骨 密 度 、 生 体 ス ト レ ス 、 体 脂 肪 を 測 定 す る こ と が 出 来 る
こ と を 特 徴 と し た 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
マ ル チ 式 健 康 測 定 装 置 は 、 指 骨 の 骨 密 度 、 生 体 ス ト レ ス 、 血 圧 を 測 定 す る こ と が 出 来 る こ
と を 特 徴 と し た 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
マ ル チ 式 健 康 測 定 装 置 は 、 指 骨 の 骨 密 度 と 体 脂 肪 を 測 定 す る こ と が 出 来 る こ と を 特 徴 と し
た 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
マ ル チ 式 健 康 測 定 装 置 は 、 指 骨 の 骨 密 度 、 体 脂 肪 、 血 圧 を 測 定 す る こ と が 出 来 る こ と を 特
徴 と し た 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
マ ル チ 式 健 康 測 定 装 置 は 、 指 骨 の 骨 密 度 と 血 圧 を 測 定 す る こ と が 出 来 る こ と を 特 徴 と し た
装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
マ ル チ 式 健 康 測 定 装 置 は 、 プ ロ グ ラ ム さ れ た マ イ コ ン ま た は コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 指 骨 の
骨 密 度 、 生 体 ス ト レ ス 、 体 脂 肪 、 血 圧 を 測 定 す る 装 置 で あ っ て 、 超 音 波 を 送 受 信 す る ２ つ
の 超 音 波 プ ロ ー ブ が 組 み 込 ま れ た 指 骨 用 骨 密 度 測 定 部 と 、 生 体 ス ト レ ス 、 体 脂 肪 、 血 圧 用
測 定 の 、 そ れ ぞ れ の 機 能 を １ 台 の 装 置 で 全 て 測 定 可 能 と な る こ と を 特 徴 と す る 指 骨 の 骨 密
度 、 生 体 ス ト レ ス 、 体 脂 肪 、 血 圧 を 測 定 す る こ と が で き る 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 指 骨 の 骨 密 度 、 生 体 ス ト レ ス 、 体 脂 肪 、 血 圧 を 測 定 す る 装 置 に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 装 置 に 、 骨 量 、 体 脂 肪 、 体 水 分 、 筋 肉 量 、 生 活 代 謝 カ ロ リ ー の ５ 項 目 を 測 定 す る こ
と が で き る コ ン パ ク ト な 装 置 が 開 示 さ れ て い る が 、 該 装 置 に お い て 骨 密 度 を 測 定 す る 際 に
、 直 接 測 定 せ ず 、 関 係 式 な ど に よ っ て 間 接 的 に 数 値 を 表 示 し て お り 、 信 頼 性 に 欠 け る と い
う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 超 音 波 を 送 波 し 透 過 伝 播 速 度 や 減 衰 を 求 め 、 骨 密 度 、 骨 量 を 評 価 す る 装 置 な ど も 提 案 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 ま た 、 従 来 の 超 音 波 を 利 用 し た 骨 密 度 を 評 価 す る 装 置 に は 、 足 の 踵 を 測 定 す る も の が 多
く 、 比 較 的 装 置 と し て は 大 型 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 、 人 体 の ス ト レ ス を 測 定 す る 装 置 と し て 、 一 酸 化 窒 素 合 成 酵 素 活 性 を 測 定 し 、 そ の
測 定 値 を 指 標 と し た 方 法 、 微 小 振 動 を 手 の 指 先 な ど 人 体 の 末 端 部 で 測 定 し 、 こ の 測 定 値 か
ら ス ト レ ス 度 を 測 定 す る 装 置 は 、 人 体 の 指 先 等 の 末 梢 部 で あ る 皮 膚 温 度 の 低 下 量 を 測 定 し
、 こ の 低 下 量 を も っ て ス ト レ ス 度 の 評 価 値 と す る 装 置 な ど が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 発 明 人 等 は 超 音 波 を 利 用 し て 、 被 検 者 の 骨 内 部 の 弾 性 係 数 を 求 め る こ と で 、 そ の 強 度 （
降 伏 強 度 ） を 推 定 し 、 力 学 計 算 を 用 い て 、 超 音 波 に よ る 骨 粗 し ょ う 症 の 評 価 方 法 お よ び そ
の 装 置 に つ い て 提 案 し て い る 。 さ ら に は 、 超 音 波 に よ っ て 計 測 を 行 い 、 骨 塩 量 を 求 め 、 骨
質 及 び 骨 強 度 の 評 価 が で き る 装 置 に つ い て も 提 案 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 発 明 人 等 は 、 電 極 セ ン サ ー 、 専 用 Ｂ Ｏ Ｘ 、 制 御 部 、 モ ニ タ ー で 構 成 さ れ た 、 人
体 の ス ト レ ス を 計 測 す る 装 置 を 提 案 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ７ ７ １ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ９ － ２ ８ ５ ４ ６ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ０ ９ － ２ ０ １ ３ ５ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ３ ４ ７ ２ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ０ ５ １ ２ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 平 ０ ８ － ２ ６ ２ ０ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 平 ０ ９ － １ １ ７ ４ ４ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ８ 】 特 開 平 ０ ８ － ２ ５ ２ ２ ２ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ９ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ９ ５ ６ ９ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ０ 】 特 許 第 ３ １ ８ ２ ５ ５ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ １ ２ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 骨 粗 し ょ う 症 患 者 お よ び そ の 治 療 費 は 年 々 増 加 す る と 推 測 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、
骨 粗 し ょ う 症 に 対 す る 効 果 的 な 治 療 法 は ま だ な い た め 、 早 い 時 期 に 診 断 し て 発 見 す る こ と
で 、 骨 量 お よ び 骨 強 度 の 減 少 を 評 価 し 、 骨 折 の 発 生 を 予 防 す る こ と が 重 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 従 来 の 骨 密 度 、 生 体 ス ト レ ス を 測 定 す る 装 置 に は 高 価 な も の が 多 く 、 個 人 で 購 入 す る
に は 経 済 的 負 担 が 大 き か っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 携 帯 性 の あ る 従 来 の 骨 密 度 や 生 体 ス ト レ ス を 測 定 す る 装 置 は 、 １ ０ ｋ ｇ 程 度 の 重 量 で あ
る も の の 、 持 ち 運 び を す る に は 重 す ぎ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 骨 密 度 を 測 定 す る 際 に 、 骨 を 直 接 測 定 し て い な い 装 置 で は 信 頼 性 に 欠 け る と い う
問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 従 来 主 流 で あ っ た 超 音 波 を 使 用 し た 踵 を 測 定 す る も の は 、 測 定 部 位 （ 踵 ） に 接 触 媒 質 （
ゼ リ ー ） を 塗 布 す る た め に 裸 足 に な る 必 要 が あ り 、 特 に 女 性 に 容 易 に 測 定 す る こ と が 出 来
な い 場 合 が 多 い と い う 問 題 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 人 体 に 無 害 な 超 音 波 を 使 用 し て 、 被 検 者 の 骨 内 部 の 情 報 を 手 の 指 を 測 定 す る
こ と で 、 指 骨 の 骨 密 度 を 、 電 極 セ ン サ ー を 通 し 微 弱 な 電 流 を 流 し て 生 体 ス ト レ ス 、 体 脂 肪
を 、 さ ら に 、 血 圧 を 測 定 す る こ と に よ り 全 般 的 な 健 康 状 態 を 評 価 す る 、 こ れ ら ４ 種 類 の 異
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な っ た 健 康 パ ラ メ ー タ の 測 定 機 能 を 組 合 せ た 装 置 に す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 手 を 利 用 し て 測 定 す る 装 置 に す る こ と に よ り 、 被 検 者 に と っ て 負 担 の 少 な い 姿 勢 で 、 容
易 に 測 定 が で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 搬 用 性 の 高 い 部 品 の 使 用 な ど 装 置 の 構 造 を 新 し い も の と し 、 安 価 で 携 帯 性 の あ る も の と
す る こ と で 、 個 人 消 費 者 に も 購 入 し や す い 、 経 済 性 に 優 れ た 装 置 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 統 計 的 手 法 な ど に よ り 、 信 頼 性 ・ 再 現 性 を 向 上 さ せ た も の と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 健 康 診 断 に 役 立 ち 、 個 人 消 費 者 が 知 り た い 複 数 の 異 な っ た 健 康 パ ラ メ ー タ を 、 １ つ の 装
置 で 測 定 で き る よ う に す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 以 下 に 記 載 さ れ る よ う な 効 果 を 奏
す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 手 を 測 定 部 位 と し て 利 用 し た 測 定 装 置 に す る こ と で 、 被 検 者 に と っ て 容 易 に 測 定 が で き
る も の と な っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 装 置 は 、 １ 台 の 装 置 で 複 数 の 異 な っ た 健 康 パ ラ メ ー タ が 測 定 で き る の で 、 測 定 ご と
に そ れ ぞ れ 別 の 装 置 で 測 定 す る 必 要 が な く 、 被 検 者 に 負 担 の か か ら な い 便 利 な も の に な っ
た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 搬 用 性 の 高 い 部 品 の 使 用 な ど 、 装 置 の 構 造 を 新 し い も の と し 、 安 価 な 装 置 に す る こ と で
携 帯 性 、 経 済 性 に 優 れ た も の に し 、 個 人 消 費 者 に と っ て も 、 購 入 し や す く な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 統 計 的 手 法 な ど の 利 用 や 、 超 音 波 に よ り 直 接 骨 密 度 の 測 定 を す る こ と で 、 信 頼 性 と 再 現
性 が 向 上 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 医 師 等 は 、 Ｉ Ｄ 番 号 管 理 に よ り 個 人 デ ー タ を 保 存 す る こ と が で き 、 過 去 の 結 果 と 比 較 す
る 等 、 患 者 の 健 康 状 態 の 把 握 に 役 立 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 手 を 測 定 部 位 と し て 利 用 し 、 測 定 す る 装 置 と し た こ と に よ り 、 指 骨 の 骨 密 度 、 生 体 ス ト
レ ス 、 体 脂 肪 、 血 圧 の 、 そ れ ぞ れ を 測 定 す る 装 置 と し て は 、 携 帯 性 に 優 れ 、 持 ち 運 び に 便
利 に な っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 人 体 に 無 害 な 、 超 音 波 や 微 弱 な 電 流 を 使 用 す る こ と で 、 安 全 に 測 定 を す る こ と が で き る
。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 す る 指 骨 の 骨 密 度 、 生 体 ス ト レ ス 、 体 脂 肪 、 血 圧 を 評 価 す る 装 置 を 図 面 に
基 づ き 説 明 す る と 、 図 １ に お い て 、 １ は 超 音 波 プ ロ ー ブ 、 ２ は 通 信 用 コ ネ ク タ 、 ３ は 手 用
電 極 、 図 ２ に お い て ３ は 生 体 ス ト レ ス 、 体 脂 肪 測 定 用 の 手 用 電 極 、 ４ は 表 示 画 面 、 図 ３ に
お い て ５ は 生 体 ス ト レ ス 測 定 用 の ２ 個 の 額 用 電 極 ６ が 取 付 け ら れ た ヘ ッ ド バ ン ド 、 図 ４ に
お い て ７ は 生 体 ス ト レ ス 測 定 用 の 足 用 電 極 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 指 骨 の 骨 密 度 を 測 定 す る 際 は 、 前 記 指 骨 測 定 装 置 の 前 方 中 央 部 か ら 中 心 部 に か け て の 溝
の 両 側 に 取 付 け ら れ て い る ２ つ の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 間 に 手 の 指 を は さ み こ む よ う に 、 超
音 波 が 指 の 測 定 部 位 に あ た る よ う に 設 置 し 、 片 方 の 超 音 波 プ ロ ー ブ か ら 超 音 波 を 発 信 さ せ
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、 反 対 の 超 音 波 プ ロ ー ブ で 受 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 間 隔 と 測 定 さ れ た 超 音 波 の 透 過 時 間 か ら 超 音 波 が 骨 内 部 を 透 過 す る
伝 播 速 度 が 求 め ら れ る 。 こ の 求 め ら れ た 超 音 波 伝 播 速 度 か ら 骨 梁 線 密 度 を 算 出 し 、 骨 梁 線
密 度 か ら 骨 梁 面 積 率 を 算 出 さ せ 、 骨 梁 面 積 率 か ら 骨 密 度 を 求 め る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 生 体 ス ト レ ス 及 び 体 脂 肪 用 測 定 部 の 手 用 電 極 ３ に 手 の 平 を 接 触 さ せ 、 ２ 個 の 額 用 電
極 ６ が 取 付 け ら れ た ヘ ッ ド バ ン ド ５ を 頭 部 に 装 着 し 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 開 始 し 。 各 電
極 間 に 微 弱 な 電 流 を 与 え 、 該 電 極 間 か ら 電 気 信 号 を イ ン ピ ー ダ ン ス （ 電 気 特 性 曲 線 ） と し
て 変 換 し 、 上 半 身 の 生 体 ス ト レ ス の 値 を 算 出 す る 。 ま た 、 足 用 電 極 ７ を 使 用 す る こ と で 、
腹 部 の 生 体 ス ト レ ス も 算 出 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 電 極 か ら 得 ら れ る 電 気 信 号 は 、 電 気 特 性 曲 線 と し て 取 り 込 ま れ 、 こ の 曲 線 の 高 さ 、
傾 き 及 び そ の 違 い か ら 人 体 の 生 体 ス ト レ ス 度 合 い を 演 算 し 、 数 値 で 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 体 脂 肪 測 定 は 、 身 長 、 体 重 、 性 別 を 入 力 し 、 生 体 ス ト レ ス 及 び 体 脂 肪 用 測 定 部 の
手 用 電 極 ３ に 手 の 平 を 接 触 さ せ 、 電 極 間 に 微 弱 な 電 流 を 流 し 、 水 分 を 多 く 含 む 筋 肉 は 電 気
を 通 し や す く 、 脂 肪 は 電 気 を 通 し に く い と い う 性 質 を 利 用 し 、 身 体 の 電 気 抵 抗 （ イ ン ピ ー
ダ ン ス ） か ら 体 脂 肪 を 評 価 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 血 圧 測 定 用 の 圧 迫 帯 を 上 腕 部 に 巻 き 、 血 圧 の 測 定 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 の 測 定 に よ り 得 ら れ た 結 果 は 、 表 示 画 面 に 表 示 ま た は Ｕ Ｓ Ｂ 等 の 外 部 通 信 コ ネ ク タ
２ に よ り 、 外 部 Ｐ Ｃ や 表 示 器 に デ ー タ を 送 信 し 、 表 示 器 で 表 示 、 印 字 器 等 で 印 刷 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 医 師 等 は Ｉ Ｄ 番 号 管 理 に よ り 、 個 人 の デ ー タ を 保 存 し て お く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 各 測 定 部 を 本 体 に 接 続 し 、 測 定 部 を そ れ ぞ れ 体 の 各 部 位 に 装 着 し 、
測 定 を 行 う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 指 骨 測 定 装 置 の 説 明 図 で あ る 。 （ ａ は イ ラ ス ト 、 ｂ は デ ザ イ ン 図 ）
【 図 ２ 】 生 体 ス ト レ ス 及 び 体 脂 肪 測 定 部 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ヘ ッ ド バ ン ド の 説 明 図 で あ る 。 （ ａ は イ ラ ス ト 、 ｂ は デ ザ イ ン 図 ）
【 図 ４ 】 足 用 電 極 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 血 圧 測 定 用 圧 迫 帯 の 説 明 用 デ ザ イ ン 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 装 置 全 体 の 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
１ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
２ 　 通 信 コ ネ ク タ
３ 　 手 用 電 極
４ 　 表 示 画 面
５ 　 ヘ ッ ド バ ン ド
６ 　 額 用 電 極
７ 　 足 用 電 極
８ 　 血 圧 測 定 用 圧 迫 帯
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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摘要(译)

要解决的问题：为了用一只手来减小设备的尺寸，重量和成本，使受试
者可以轻松地进行测量，共有四种不同类型的趾骨骨密度，生物应力，
体脂和血压。 提供一种可以使用一个设备测量健康参数的设备。 解决方
案：一种用于手指的超声骨矿物质密度测量设备，该设备在指骨测量设
备的测量部分的凹槽两侧使用探头1来发送和接收超声波以评估骨矿物质
密度。 此外，两只手与手电极3接触，附接到头带5的电极6与前额接
触，并且弱电流在电极之间通过以测量上身的生物应力。 另外，通过使
用脚电极7，可以测量腹部的生物应力。 另外，输入身高，体重和性
别，使双手与生物压力和人体脂肪测量单元接触，并施加弱电流以测量
人体脂肪。 此外，可以通过测量血压来评估整体健康状况，并将获得的
结果显示在显示屏上或传输到外部PC进行显示和打印。 [选择图]图6
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